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目的： 

近年、日本人の子どもにおけるアレルギー性鼻炎の有病率は著しく増加している。アレルギー性鼻炎の発症には多重感作や遺

伝的要因が関連しており、さらに多重感作児は親がアレルギー性鼻炎に罹患している可能性が高い。本研究では、子どものスギ

花粉感作とヤケヒョウヒダニ感作および母親のスギ花粉感作との関連を検討した。 

 

方法： 

本研究は、スギ花粉感作陽性率が最も高い山梨における「子どもの健康と環境に関する全国調査」の追加調査としておこなわれ

た。対象は甲信ユニットセンターの 8 歳児総合健診(2019～2022 年)に参加した母子 1469 組である。子どものスギ花粉感作の有

無を目的変数、母親のスギ花粉感作と子どものヤケヒョウヒダニ感作を説明変数、子どもの性別と BMI（Body Mass Index：体格

指数）、母親の年齢、受診年のスギ花粉ばく露を調整変数として、ロジスティック回帰モデルを作成した。 

 

結果： 

ヤケヒョウヒダニ感作が陽性の子どもは、スギ花粉感作も陽性である可能性が高かった(調整オッズ比 6.58、95％信頼区間 5.10-

8.48、P＜0.001）。ヤケヒョウヒダニ感作陽性の子どもにおいては、母親がスギ花粉感作であると、子どものスギ花粉感作も陽性で

ある可能性が高かった(調整オッズ比 1.77、95％信頼区間 1.16-2.71、P＝0.008）。 

 

考察（研究の限界を含める）： 

ダニ感作はバリア機能の低下や皮膚・気道過敏性を悪化させ、スギ花粉を含む他の抗原に対する感作を促進する可能性があ

る。また、親のアレルギー性鼻炎の既往は子どもの感作や発症のリスクを高めるため、母親世代における最近のスギ花粉感作

率の増加は、子世代におけるスギ花粉感作率の増加と関連している可能性がある。さらに本研究の結果からは、幼児期のヤケ

ヒョウヒダニ感作が、母親から受け継いだいくつかのスギ花粉感作危険因子を修飾し、その危険性を高める可能性が考えられ

る。この研究の限界は、スギ花粉とヤケヒョウヒダニ以外のアレルゲンについての詳細な評価がないことと、個々のスギ花粉総ば

く露量の推定が困難なことである。 

 

結論： 

子どものスギ花粉感作はヤケヒョウヒダニ感作と関連している。さらにヤケヒョウヒダニ感作陽性の子どもにおいては、スギ花粉

感作に母子関連がみられた。 

 


